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玉
川
村
の
各
種
団
体
等
も

催
事
で
活
躍

七
月
二
十
九
日
か
ら
八
月
三
日

ま
で
の
六
日
間
玉
川
村
の
各
種
団

体
な
ど
に
よ
る
催
し
が
未
来
博
会

場
内
の
九
十
市
町
村
ふ
れ
あ
い
ス

テ
ー
ジ
で
民
謡
・
念
仏
踊
り
・
大

正
琴

・
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
・
三
味

線
・
舞
踊

・
腹
話
術
な
ど
各
催
し

が
一二
十
分
か
ら
一
時
間
の
限
ら
れ

た
時
間
内
で
行
わ
れ
、
会
場
に
訪

れ
た
方
々
か
ら
温
か
い
拍
手
と
声

援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

玉川村各種団体の催し

ヨ月: ンイベ: 会場 己主τ ィバト 主主 泌白3川山:川 J 一会場、

15日 うつくしトま未来博みんなのうたファミリーコ メインステージ 1自
ンサー 小椋レ佳ミュー族ジ力ルスペシャル 未メインスブテスージ

マ ーシア民舞踊白 来クラ テジ他
16日 青森県民の日 メインステージ 2己

!メインステージ
海外長/¥沼郡市催事εコ(ーユージーフンド編) メインスァージ二ノ

17日 スペースブリッチ「国際ともだちサミットJ 3日 東京大学応接戦 メインステー
マレーシア民族舞踊固 宋来クラブステージ他

188 海外友信都市催事(ニュージーランド編) メインステブスージ
うつくしま未来博夏祭り メインステージ他 5臼 マレーシア民族努踊団 未来ツラ テージ他

19日 第24回全国土地改良大会記意シンポジウム メインステージ

サッ力一フェステイ)'¥)し 大メ地イのンス広場テージ
海外友括都市催事(ーユージーフンド編) メインスァージ

20日 6日 群馬県の日 宋メインステブスージ華蔓空中浮遊震j 創作磐梯山の手長足長j
マレーシア民族舞踊団 来クラ テージ

福島県民の日記念 県民運動推進大会 メインステージ 海jφ外友信都市催事{ニュージーフンド編)
メインスフテスージ21日

牽夏空申浮遊湯tlr創作磐梯山の手長足長j 大地の広場
ア日 縄禦の日

宋来クラ テージ他
マレーシア民族舞踊団

22己 撃つつ空くし浮ま未遊来劇博{ ロホット競手按高足島大会
メインスァージ

88 j賓客Rの祭典inうつくしま宋来1専 メインステージ
夏中 創作磐梯山の長長j 大地の広場

9日
夏豆に第九を|

メインステージ
FTVファ北浮ミ海遊リ道劇一の広[創臼場作「磐ガ梯チ山ャのピ手ン長 ムツクシ メインステージ

~若人のハーモ二一 醤け21世紀の空へ~
238 ヨーj

大地の広場

1

10日
l
似「風を諒しっまて来う来つ簿くし俳ま句j

大表貫
彰式 吟好会

牽夏空中 足長j メインステージ也

25日 11日
うつくしま未来博フラワーフェスティパjレ メインステージ

ダ輩蔓ンスダンスダンスフ工スティ)'¥Jし メインステージ (草月流) 森の大通り

空中浮遊劇[創作磐梯山の手長足長j 大地の広場
12日 う(小つ原く流し)ま未来博フラワーフェスティパル

メインステージ
26臼

森の大通り

27日 北九州市の日 iメインステージ 13日 茨城県の白 メインステージ

28日 美しい空間、美しい時間コンサート メインステージ 14日 うつくしま未来博フラワーフェステイ/'¥)レ メインスァージ
(龍生流) 森の大通り

弦ル哲也の rFTV刀ラオケグランプリスペシャ
r} ¥波一起のTVイーハトーブむJ都公開笠中継近 メインスァフスージ

29日 メインステージ 来ポ来パラタイム「森にしず 市j国際シン 来来クラ テージ
in未来1専J

ジウム メインステージ

30日 16臼 うつくしま県民オーケス トラコンサート メインステージ2001年ワンステ。ッブへの旅Inうつくしま宋
来新博潟~STEP BY ONE STEPN メインステージ

318 県の白 17日 ママさんコーラス メインステージ

(主な催事予定表)9月催事カレンダー8月

ご
つ
つ
く
し
ま
、
ふ
く
し
ま
。H

県
民
運
動
の
第
二
期
シ
ン
ボ
ル
事

業
と
し
て
、
七
月
七
日
か
ら
「
う

つ
く
し
ま
来
来
博
」
が
開
催
し
て

い
ま
す
。
こ
の
未
来
痔
で
は
、
一
一

十
一
世
紀
へ
向
け
た
新
た
な
地
域

づ
く
り
や
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
創
造
を
目
指
し
て
取
組
ん
で

い
る
福
島
県
の
姿
や
、
そ
の
将
来

イ
メ
ー
ジ
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
参

加
・
交
流
・
体
験
の
中
で
人
々
の

知
恵
を
集
結
し
、
と
も
に
考
え
、

そ
し
て
未
来
へ
と
発
信
す
る
う
つ

く
し
ま
未
来
博
の
特
徴
は
、
日
本

で
初
め
て
森
の
申
で
開
催
す
る
博

覧
会
と
し
て
、
自
然
環
境
の
根
幹

を
な
す
「
森
」
と
共
生
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
知
恵
や
、
新
た
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
創
造
を
芽
生
え
さ
せ
る

催
し
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も

の
で
す
。

ま
た
、
従
来
の
観
る
だ
け
の
博

覧
会
と
は
遣
い
、
準
備
や
計
画
の

段
階
か
ら
多
く
の
人
の
参
加
に
よ

っ
て
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
る
博
覧
会

「
参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
満
ち
溢
れ

る、

Hプ
ロ
グ
ラ
ム
E
X
P
O
H
」

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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アース/'¥ピリオンに並ぶみなさんユノ水の惑星花街道を歩くみなさん
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会
場
内
は
笑
顔
や

楽
し
い
話
題
が
い
っ
ぱ
い

総
会
が
終
了
し
、
待
ち
に
待
っ

た
懇
親
会
に
入
る
と
、
と
た
ん
に

会
場
の
雰
囲
気
が
和
ら
ぎ
、
普
段

は
、
都
会
風
の
一
珠
山
り
口
も
古
里
の

仲
間
と
会
う
と
詑
り
が
出
て
、

「
ゃ
あ
、
し
ば
ら
く
」
、
「
元
気
だ

っ
た
ガ
イ
」
な
ど
の
会
話
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
聞
こ
え
、
笑
い
の
渦

が
た
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は

お
楽
し
み
抽
選
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

も
披
露
さ
れ
、
参
加
者
は
幼
い
頃

過
ご
し
た
玉
川
を
懐
し
み
な
が
ら
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た。

平成13年8月広報たまかわ

お楽しみ抽選で昌毘若手渡す大木会長三味線やのどを披露するみなさん

ナタリー先生の手紙

平
成
十
三
年
度
の
東
京
玉
川
会

の
総
会
は
、
七
月
八
日
(
日
)
正
午

か
ら
東
京
都
文
京
区
の
苔
渓
会
館

で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
ロ
で
十
四
回
目
に
な
る
総
会

に
は
、
九
十
三
名
(
会
員
六
十
八

名
村
か
ら
こ
十
五
名
)
が
参
加
し
、

が
故
郷
玉
川
村
d

談
義
仁
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
し
た
。

平
成
問
年
度
事
業

決
ま
る

総
会
は
、
平
成
十
二
年
度
の
事

業
及
び
決
算
報
告
、
平
成
十
三
年

の
事
業
及
び
予
算
が
協
議
さ
れ
、

相
互
の
情
報
等
に
つ
い
て
の
交
換

や
広
報
た
ま
か
わ
の
「
心
に
残
る

我
が
ふ
る
さ
と
」
へ
の
継
続
掲
載

な
ど
の
ふ
る
さ
と
玉
川
と
の
情
報

交
換
事
業
や
村
内
に
住
む
寝
た
き

り
老
人
へ
の
生
活
用
品
を
支
給
す

る
ふ
る
さ
と
福
祉
事
業
、
会
員
の

蔵
書
を
玉
川
村
公
民
館
へ
寄
贈
す

る
蔵
書
贈
呈
事
業
な
ど
七
事
業
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
井
富
栄
さ
ん
(
横

浜
市
緑
区
)
、
伏
田
悟
さ
ん
(
埼

玉
県
川
口
市
)
、
伏
田
茂
さ
ん

(
埼
玉
県
川
口
市
)
、
篠
崎
孝
二

さ
ん
(
茨
城
県
波
崎
町
)
、
関
根

徳
義
さ
ん
(
埼
玉
県
川
口
市
)
の
五

名
が
新
た
に
東
京
玉
川
会
に
入
会

し
た
こ
と
が
報
血
け
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
玉
川
村
か
ら
参
加
し

た
車
田
村
長
他
二
十
四
名
の
自
己

紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ナ
タ
リ
i
先
生
(
村
英
語
指
導
助
手
)

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

ナタリー先生と児童館組児の、思い出のーゴマ

昨
年
八
月
か
ら
本
村
の
教
育
委

員
会
に
勤
務
し
て
い
た
ナ
タ
リ

1
・
フ
ォ
ー
ド
先
生
(
村
英
語
指

導
助
手
)
は
、
一
年
間
の
任
期
が

満
了
と
な
っ
て
母
国
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
へ
帰
国
し
ま
し
た
。

ナ
タ
リ
1
先
生
は
、
児
童
へ
の

英
語
教
育
や
一
般
住
民
を
対
象
と

し
た
英
会
話
教
室
の
講
師
と
し
て

本
村
に
実
践
的
な
英
語
を
指
導
し

て
く
れ
ま
し
た
。

帰
国
後
は
、
大
学
に
一
決
り
、
ま

た
日
本
語
の
勉
強
を
続
け
て
み
た

い
と
の
こ
と
で
し
た
。
?
」
れ
か

ら
も
、
玉
川
村
で
経
験
し
た
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
ガ
ン
バ
っ
て
行
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

て士、:..

4 
乾杯の音頭をとる熊田さん

総会のようす

民
)
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矢日っておきたい応急子当

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

呼吸停止からの時間一一ふ(分)

ドリンカーの救命曲線

ぺ
|
蘇
生
の
チ
ャ
ン
ス

私たちは、いつどこで突然のけがや病気におそわれるか予澗ができません。重傷であ

ったり、また対処の仕方によっては、ますます症状が悪地し、生命が危険になります。

このようなけがや病気の場面に遷遇したとき、一体私たちは、どのような倍勤をとれば

よいのでしょうか。圏l乱ドソン力ーの救命血線といい、図は呼吸が停止した場合(呼
吸得止数分後にはの臓も停止します。)人口呼阪やI~'肺蘇生j去を皐くすればするほど蘇

生する割合が高くなり、遅ければ遅いほど死亡する割合が高くなります。これを見ると

呼限停止2分後に人工呼吸を始めると90%位の確率で生命が救われますが、 3分後は

75%、4分後は50%、そして5分後は25%となり、 10分後仁はほとんどゼ口に近く

なっています。

救急車が119番の通報を受けて力、ら、現場に到着する平均時闘は5~6分です。しか

し、魁が酸素芯しで生きていられる時聞はわずか3~4分と童われ、傷病者をそのまま

放遣して救急隊員に引き渡しては、生命を教えたとしても社会復婦は閤難になります。

一刻も早く適切芯応急手当を行い、そしてその迅速芯応急手当と119香への通報は、

その場に窟合わせた「あなたJ1J:のですc

エ
メ
ラ
ル
ド
、
ク
リ
ー
ン
の
海
で

沖

縄

の

自

然

を

体

験

平
成
十
三
年
度
の
中
学
生
国
内

研
修
事
業
は
、
今
回
か
ら
南
国
沖

縄
研
修
と
な
り
、
七
月
三
十
自
か

ら
八
月
一
日
ま
で
の
日
程
で
行
わ

れ
、
車
田
政
美
教
育
長
を
団
長

に
泉
、
須
釜
問
中
学
校
の
二
年
生

1
0
3
名
が
参
加
し
て
沖
縄
本
島
、

渡
嘉
敷
島
な
ど
を
研
修
し
ま
し
た
。

福
島
空
港
か
ら
往
復
で
飛
行
機

を
利
用
し
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン

の
海
と
沖
縄
の
文
化
・
歴
史
な
ど

に
ふ
れ
あ
う
一
一
一
日
間
の
研
修
は
、

生
徒
た
ち
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

研
修
生
た
ち
は
、
研
修
初
日
ひ

彦
、

大きな出血

・傷Dを押さえ叫圧迫止由M をする。
・圧迫止血でとまらないときは山止由点かを押さえる。

( f嘉より/1)臓闘の血龍を得に向かつて押しつける)

切り傷の止血

A
う伊

」一夫内
が
A
F
 

心肺蘇生法

ギa
f 

め
ゆ
り
の
塔
や
摩
文
仁
ヶ
丘
に
て

福
島
の
塔
に
献
花
、
首
里
城
公
園

な
ど
を
研
修
し
琉
球
の
歴
史
や
悲

し
い
沖
縄
の
歴
史
を
学
び
、
研
修

一
一
日
目
は
、
渡
嘉
敷
島
に
フ
ェ
リ

ー
で
渡
り
、
海
洋
研
修
場
で
カ
ヌ

ー
や
ス
ー
パ
ー
フ
ロ
ー
と
な
ど
珊

瑚
礁
の
海
で
南
国
沖
縄
の
自
然
を

体
験
い
た
し
ま
し
た
。

三
日
目
は
、
沖
縄
本
島
に
戻
り

日
本
ト
ラ
ン
ス
オ
ー
シ
ャ
ン
航
空

整
備
工
場
で
飛
行
機
の
整
備
な
ど

を
見
学
し
、
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

(
九
月
号
に
続
く
)

6 

やけどの手当て
・やけどの部分を早く、十分に冷やす。

・衣服や靴下など無理にぬがさず、そのうえか
ら水を静かに流して冷やす。そうしながらは
さみで切り開いて度麗者出し、さらに冷やす。
(;令やすことで痛みがやわらぐ)

・みずぶくれ{ま破らないように気をつける 0
・薬や油類、俗説の醤油などは塗らないこと

(医師の治療を妨げ、また細菌感染を起こす)

大出血でない場合

・傷口の閤りを消毒する。c尼などでよ己、れている場合
は水道水で洗ってから)
・それから溝潔なガーゼを当てて圧迫止血する。(傷に
当ててし1るガーゼはとらずにそのままにしておく)

脈が止まっているとき誌

のマッサージ
胸骨の下半分に両掌在
重ねておき、1本霊を利用
して、 1 分間80~1 00 
自くらいで胸骨を圧迫
する。5回に1由人士呼
販を併用する。救即蓄が
1人の場合はi白マッサ
ージ15屈と人工呼吸2
ロを交gにくり返す。

呼販をしていなしlときは

人工噂吸

1、気道を確保する。
2、患者の鼻をつまむ。
3、。を大きく開いて患
者の口を覆い、思、を
吹き込むG
4、調が動くのを確かめ
ながら、 5秒に 1IQ] 
の割合でくり還す0
5、胡児では口と鼻を詞
時!こ覆う。(気道確保
を@留で汚う場合も
ある)

意識のないときは

気道確保

気道確保とは空気の出
入する通路在確保(簡く)
することであり、Il)¥肺蘇
生j去で最も大切なこと
である。
⑤図・・・片方の手をひた
いに、もう一方の手を後
頭部に近いうなじにお
いて顕を後方にそらせ
る。
@図・・・片方の手をひた
いに、もう一方の手の人
さし揺と中指を下あご
の先の湾の部分に当て
て、あごを持ち上げ頭を
後方にそらせる。

骨折の手当て

守ネし門前にて

注歪覇三三

-むくみがくるので、局所の正迫を阜く路く。
(ぬがせ仁くい衣服などは切り開く)
・そのうえで安定を保つために uそえぎ庁を当てる。

そえぎ{手、靴べら、根、板など適当主主ものを代用してよい。
そえぎは、局所の両側の関節をこえて当て、固定する。

・曹が外に露出している場合母、絶刻に鯉れな
いようにして需の間りを消毒し、ガゼを

当ててからそえぎをつける。
・害t斤部を{託くしないようにして病院に運ぶ。

ア
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子
ど
も
自
転
車
県
大
会

七
月
二
十
一
日
(
土
)
に
福
島
市

の
福
島
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
第

一
二
十
五
回
交
通
安
全
子
供
自
転
車

競
技
福
島
県
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
県
内
各
地
区
の
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
日
チ

l
ム
で
熱
戦
が
繰
広

げ
ら
れ
、
玉
川
第
一
小
が
四
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

競
技
は
、

1
チ
l
ム
四
人
の
選

手
が
交
通
規
則
や
道
路
標
識
な
ど

の
学
科
テ
ス
ト
、
ま
た
炎
天
下
の

中
、
安
全
走
行
や
デ
コ
ボ
コ
道
の

第
羽
田

走
行
、
ジ
グ
ザ
グ
走
行
な
ど
の
技

能
走
行
テ
ス
ト
に
臨
み
ま
し
た
。

玉
川
第
一
小
の
選
手
た
ち
は
、

的
確
な
運
転
と
バ
ラ
ン
ス
感
覚
で

乗
り
こ
な
し
ま
し
た
。

信
人
の
部
で
真
弓
く
ん

伊
東
く
ん
が
上
位
入
賞

個
人
入
賞
を
果
た
し
た
真
引
っ
刻

太
く
ん
と
伊
東
力
く
ん
は
学
科

デコボコ道の走行をする玉一小の選手

玉
川
村
少
年
球
技
大
会

テ
ス
ト
や
実
技
テ
ス
ト
で
好
成
績

を
残
し
、
真
弓
く
ん
が
個
人
五
位
、

伊
藤
く
ん
が
九
位
入
賞
を
い
た
し

ま
し
た
。

出
場
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お
り

-で
す

期
太
く
ん

裕
太
く
ん

力
く
ん

友
哉
く
ん

-
曲
山

・
伊
東

・
月
田

法
務
な
ん
で
も

無

料

相

談

所

開

設

法
務
局
で
は
、
業
務
内
容
に
つ

い
て
、
広
く
地
域
住
民
の
皆
様
に

ご
理
解
い
た
だ
き
、
気
軽
に
法
務

局
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
本
年
も

「
法
務
な
ん
で
も
無
料
相
談
所
」
を

開
設
し
ま
す
。

出場した玉-/J¥のみなさん

画
名
称

法
務
な
ん
で
も
無
料
相
談

調
開
設
日
時

平
成
日
年
9
月
9
日
(
日
)

午
前
mw
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

直
開
設
場
所

白
河
市
「
メ
ガ
ス
テ
ー
ジ
白
、
河
鹿

エ
ル
ス
館
」
(
ダ
イ
ユ

l
エ
イ
ト
左

側
)
量
棺
談
内
容

登
記
の
手
続
き
、
土
地
境
界
な
ど

生
チ
l
ム

、
か
優
勝
す

高
須
釜
チ
l
ム

J(， 

護
側

開会式のようす

村
青
少
年
育
成
村
氏
会
議
(
車

出
次
夫
会
長
)
主
催
に
よ
る
第
一
二

十
日
玉
川
村
少
年
球
技
大
会
は
八

月
四
且
(
土
)
に
須
釜
小
学
校
校
庭

を
メ
イ
ン
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

例
年
ど
お
り
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
行
わ

れ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
十
一
チ
ー

ム
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
八
チ
ー

ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

朝
の
雷
雨
で
、
グ
ラ
ン
ド
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
く
、
開
会
式
は

須
釜
小
学
校
の
体
育
館
で
午
前
九

時
三
十
分
か
ら
行
わ
れ
式
で
は
、

車
回
会
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
の
あ

と
西
川
村
議
会
議
長
の
祝
辞
が
あ

り
、
そ
の
後
、
川
辺
チ

l
ム
の
キ

ャ
プ
テ
ン
鈴
木
大
介
選
手
が
選
手

宣
誓
を
行
い
、
試
合
が
開
始
さ
れ

熱
戦
の
結
果
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が

ぞボ
れ 1
優ルチ
勝が l
し南ム
ま須
し祭ミ
たチニ
o 1 ノく
ムス
がケ
そツ
れト

炎
天
下
の
中
、
熱
い
戦
い

練
習
の
成
果
を
発
揮

同
球
技
大
会
は
、
青
少
年
の
健

全
な
育
成
を
図
る
た
め
、
地
域
住

民
の
活
動
を
促
進
し
村
内
小
学
校

児
童
を
対
象
と
す
る
球
技
大
会
を

通
じ
て
相
互
の
交
流
を
図
り
、
親

睦
・
融
和
と
体
力
の
向
上
を
図
る

た
め
、
昭
和
四
十
七
年
か
ら
開
催

さ
れ
今
年
で
一
一
一
十
回
を
迎
え
た
伝

統
の
大
会
で
す
。

朝
の
雨
が
あ
が
り
、
夏
の
討
差

し
を
い
っ
ぱ
い
浴
び
る
小
、
選
手

達
は
元
気
に
プ
レ
ー
し
、
保
護
者

の
大
き
な
声
援
が
後
押
し
し
、
好

の
問
題
、
地
代
・
家
賃
の
供
託
の

問
題
、
一
戸
籍
・
国
籍
の
問
題
、
お

年
寄
り
・
子
ど
も
の
虐
待
、
い
じ

め
・
体
罰
、
離
婚
等
夫
婦
問
の
問

題
・
家
庭
内
暴
力
等
家
庭
内
の
問

題
な
ど

画
担
当
者

法
務
局
職
員

相
そ
の
他

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
柏
談

く
だ
さ
い
。

-m
間
合
わ
せ
先

守

9
6
1
1
0
0
7
4

白
河
市
字
郭
内

1
1
1
3
6

白
河
小
峰
城
合
同
庁
舎

補
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局

T
E
L
0
2
4
8
(
辺
)
1
2
0
1

F
A
X
0
2
4
8
(
幻
)
3
5
5
7

プ
レ
ー
が
続
出
し
ま
し
た
c

選
手
た
ち
は
、
こ
の
大
会
の
た

め
に
毎
日
、
練
習
を
積
み
重
ね
、

そ
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、

夏
休
み
の
大
き
な
思
い
出
を
つ
く

っ
て
大
会
は
終
わ
り
ま
し
た
。

上
位
入
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

'Y.:土
耶口

果

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

一
位
二

位

南

須

釜

一

ニ

位

小

高

三

位

山

小

屋

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
i
ん

一
位
南
須
山
金

二

位

岩

法

寺

三

位

川

辺

一
一
位
山
小
屋

8 

児童扶養手当

母と子どものしあわせのために

父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童
が
育
て
ら
れ
て
い
る
家
庭

の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
る

た
め
に
、
児
童
の
母
や
母
に
代
わ

っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
父
親
が
心

身
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
場
合
に

は
支
給
さ
れ
ま
す
。

軍
手
当
て
を
受
け
る
手
続
き

手
当
て
を
受
け
る
と
き
は
、
住
所

地
の
市
町
村
の
窓
口
で
次
の
書
類

を
添
え
て
請
求
の
子
続
き
を
し
て

下
さ
い
。

①
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄

本
と
抄
本

②
請
求
者
と
対
象
児
童
が
属
す
る

世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し

③
そ
の
他
必
要
な
書
類

劃
間
合
わ
せ
先

役
場
健
康
描
祉
課

a
u
-
-
4
6
2
3
 

ミニバスケットボール優勝の間須釜チーム

芦援をおくるそ子どもたち

ソフトポール優勝の蒜笠チーム

9 
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第
十

都
々
古
別
褐
社
境
内
な
ど
で

奉
仕
作
業

青
少
年
育
成
村
民
会
議
南
須
釜
地

区
推
進
協
議
会
(
塩
津
茂
会
長
)
で
は
、

子
ど
も
と
役
員
な
ど
約
八
十
名
が
参

加
し
て
地
区
内
に
あ
る
大
寺
城
跡
と

都
々
吉
別
神
社
境
内
の
草
刈
な
ど
の

清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
、
小
学
校
四
年
生
か
ら
高
校
一
一
一

年
生
ま
で
を
対
象
に
、
地
域
ぐ
る
み
で

美
化
清
掃
活
動
の
推
進
と
青
少
年
の

健
全
育
成
や
社
会
参
加
を
進
め
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
c

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
石
川
大
会

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で

小
高
優
勝
、
商
須
釜
準
優
勝

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
石
川
地
方

大
会
は
、
七
月
十
五
日
に
平
田
村
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
各
会
場

で
、
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
家
庭
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
・
卓
球
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
は
、
本
村

代
表
の
小
高
チ
ー
ム
と
南
須
釜
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
熱
戦
の
結
果
小
高
チ

i
ム
が
優
勝
し
、
南
須
釜
チ
l
ム
が

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

卓
球
に
出
場
し
た
、
玉
川
卓
球
ク

ラ
ブ
も
一
一
一
位
と
、
上
位
入
賞
を
来
た

し
ま
し
た
。

ま
た
、
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
出

場
し
た
、
南
須
釜
チ
l
ム
と
竜
崎
チ

ー
ム
は
、
善
戦
及
ば
ず
上
位
入
賞
を

逃
し
て
し
ま
い
ま
し
た
G

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
小
高
チ
ー

ム
と
南
須
釜
チ
i
ム
は
、
九
月
二
日

に
須
賀
川
市
内
で
行
わ
れ
る
県
中
大

会
へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

埼
玉
県
玉
川
村

民
生
児
嚢
委
員
協
議
会
来
村

埼
玉
県
玉
川
村
の
民
生
児
童
委
員

協
議
会
(
加
藤
正
平
会
長
)
の
会
員
な

ど
十
四
名
が
来
村
し
、
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
を
視
察
し
た
後
、
本
村
の
民

生
児
童
委
員
協
議
会
の
会
員
と
合
間

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

研
修
会
は
、
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
、

本
村
の
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
四

ま
駅
伝

玉
川
村
選
手
団
結
成
式

平成13年8月広報たまかわ

大会に向けて抱負を語る選手のみなさん

平
成
十
一
一
一
月
十
八
日
(
日
)

に
、
今
年
も
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦

断
駅
伝
大
会
が
白
河
総
合
運
動
公
園

か
ら
福
自
両
県
庁
ま
で
の
十
六
庶
間
9

5
.
4
M
で
競
走
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
に
向
け
て
、
玉
川
村
で

は
「
ふ
く
し
ま
駅
伝
玉
川
村
選
手
国
」

の
結
成
式
を
行
い
ま
し
た
c

選
手
団
は
、
溝
井
賢
一
郎
監
督
、
コ

ー
チ
に
岩
谷
唯
義
さ
ん
、
中
村
清
文

先
生
、
仁
平
光
俊
先
生
、
菅
野
卓
弥
社

舘
英
範
会
長
や
平
田
村
長
か
ら
歓
迎

の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
埼
玉
県
玉
川

村
の
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
加
藤

会
長
か
ら
お
礼
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

研
修
会
は
、
民
牛
児
童
委
員
協
議

会
の
お
互
い
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

の
四
名
が
あ
た
り
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
四
名
で
、
中
学
生

の
男
子
八
名
・
女
子
六
名
、
高
校

生
の
男
子
山
名
・
女
子
二
名
、
一
般

男
子
五
名
の
総
勢
三
十
凶
名
で
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

結
成
式
は
、
車
田
次
夫
本
部
長

(
村
長
)
や
車
田
政
美
教
育
長
・
渡

辺
助
次
郎
実
行
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
選
手
紹
介
、
溝
井
賢

一
郎
監
督
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
今

後
の
活
動
計
画
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
c

玉川村花いっぱい運動協議会(車田次夫会長)の、告団体代表のみ

なさんが、村内各所の花の管理状況を視察しました。

各花壇{正、除草、追把などの手入れが行き届き、マリーゴール

ドやサルビアなどの花が色鮮やかに咲き誇っていました。

視察した参加者の皆さん元からは{未来博などに来るみなさん仁

花の美しい玉川|をどーアーんできますjと言う置が聞かれました。

道路沿に舎年もきれいに咲きました
村花いっぱい運動協議会代表者の視察

10 

佐
藤
さ
ん
(
小
高
)
が

須
釜
小
に
絵
画
を
寄
贈

佐
藤
凡
洋
(
忠
一
)
さ
ん
は
、
昭
和

十
一
年
か
ら
五
十
八
年
ま
で
須
釜

小
学
校
で
教
師
を
し
て
い
た
頃
に
、

墨
彩
岡
で
描
い
た
、
た
て
日

m
×
よ

こ
缶
四
八
号
の
「
念
併
蹄
り
子
」
の
絵

画
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

須
釜
小
学
校
で
は
、
早
速
玄
関
ロ

ピ
l
に
飾
り
ま
し
た
口

111 
辺
防
犯
功
労
団
体
賞

こ
の
度
、
石
川
地
区
防
犯
協
会
連

合
会
定
期
総
会
の
中
で
、
地
域
防
犯

活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
た
団
体
や
個
人

の
ご
功
労
に
対
し
て
、
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
玉
川
村
の
団
体
・

個
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

E
R
団
体
防
犯
功
労
団
体
川
辺
小
学
校

画

個

人

防

犯

功

労

者

大

野

進

優
良
防
犯
連
絡
責
任
者
須
釜
保
明

第4町JIIミニバスケットボ-)し選手権大会
石川町翻労者体宵センターで開かれた、第4自己)11ミニ
バスケットポール選手権大怠は、石川管内のチーム13チ

ームが参加し、 14日はA，，-，Oブロックに出れ予選リーグ

を行い、 15日は予選リーグの各ブロック上位1チームに
より、決勝トーナメントが行われ、玉川チームが見事3位
に入費いたしました。

堂々 の3位

11 



量@圃@の健康とよみ

~中学生研修、沖縄にて~

終戦当時の引揚者の方々へ
一通貨・証券などをお返じしております一

ヨ三重宝である「おこめJを安定して消費者の皆様にお届け
するため、食糧庁の行っている[備蓄Jiをご奇じですか?
I備蓄Jは、不作の時に備えて、通常一定量を一年間、
政府指定窟庫に低温保管し豊作・不作等の影響を極力緩

和し消費者の皆様仁、「安定してJ. i安全なjお米を供
給するシステムです。価格も市場価格の乱高下を防止す

ることにより安定します。

f低温保管米jとは?

備蓄される大事芯(おこめjは、その「おいしさjがそこ

なわないよう、 15度以下の低温で保管され、「日未jや「栄
養分jはもとより害虫や力ビからお米を守ります。

どとで売っているのつ

楕畠県に登録した「登録小売庖Jで「た
くわえくんjの愛称で販売されています。

間合わせ先

福島食糧事務所計画流通課

福島市浜田町1-9 岱024-534-4141
福島食糧事務所郡山宣所流通消費係

郡山市川向128 fi'024-937-3980 
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aヲ事

税関では、お預かりしている次の通翼

います。

・終戦後、外地から引き揚げてこられた方が、上陸地の税関、海

運局に預けられた通語-証券など

・外地の集結地において総領事館なと、に預けられた証券のうち、

日本に送還されたもの。

返還の申し出は、ご本人ばかりでなく、ご家族の15でも結構です。
おJl)あたりの方は、次のところへ、お間合わせください。

間合わせ先

小名浜税関支署 電話0246(92) 5151 

(千971-8101 いわき市小名浜写辰巳田J38-2) 

小名浜税関支署福富方商事務所 電話024(534) 2466 

(干960-8021 福富市霞目J1 -46 福富合同庁曾5階)

小名浜税関支署相馬出張所 電話0244(38) 6130 

(〒976-0022 相馬市尾浜亨札ノ沢10-1 ) 

小名浜税関支署福島空港出張所 電話0247(57) 1133 

(〒963-6304 石川郡玉川村大写北須釜)

証券などをお返しして

第3回福島空港玉川健康マラソン大会

村民参加者大募集
(村内参加者参加費無料)

『福患空港利活用を図り、健康づくりと地域振興を促進するた

め県内外よりたくさんの人々を迎え「空と緑守r呼服するたま
かわJのイメージアップlこ寄与するJごとをめざした玉川村のマ
ラソン大会にみなさんで参加しましょう。

圃開催日時

平成13年10月14日(日)

午前9時~午後初寺まで

謝申し込み締め切り

平成131:四月10日(月)〆切

ー申し込み書の取り扱い場所 玉川

村公民館・須釜吏所・村内小-中掌校

(児童・生徒が在籍する場合)

※今回は、特別童として全完走者の

中から抽選で2名!こ航空券が当たり

ます。(但し、閉会式に参加した方のみ)

-采
ω

-公

f桑

i保

采

保

:保

招待選手

浅井えりミ予選手

保

須

保

機能訓練

午前10時00分~
1才兜お誕生相談会

午後1時30分~
母親教室

午後6時15分~
ポリオ予防接種

午後128寺45分~
手宮がん検診大腸がん横診検体回収日

たまかわ健康クラブ

午前9時30分~
機能訓練

午前10時00分~
3"'4力月児健診・・....，.• 
午後1時30分~
山鳩会

午前10時00分~
母親教室

午前9時15分~
首児教室

午後1時00分~

22日(水)

28日(火)

.9月
4日(火)

24臼(金)

ア自(金)

12日(水)

寄付ありがとうございます

下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

厚く街i礼申し上げます。 記 (村社会福祉協議会)

|お誕生おめでとうございます|
(ア月届出分)

. ~詩須釜の大JII内員夫さんから

・北須釜の塩津 勝さんから

. Jfiの木戸譲次さんから
・南須釜の塩津徳ーさんから

・南須釜の阿部重房さんから

村のようす
C13as月1日現在)

須:須釜公民館

らだ

は{仕事と健康を考える日j

的

自

行

栄

清

也

一主眼

B

I

羊

つ

校

H
V

一
'
4
t
4
f
.同
刈

も

さ季

名氏
も
ゆ
出

目
ん生

槻

寺

宅

出

み
か夏

さ樹

つな

江
涼
一…弘

大

古

小山田

地区名

辺

中

岩法寺

南須釜

北須釜

J I[ 1，819戸(:t0) 

3，789人(+2)

7，646人(-1) 

-
国

um
畠

v
e
A

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
l

i

-

-

村
公
民
館

久
々
の
一
雨
に
潤
う
わ
が
里
の
大
木
は
芽
生
え

T
息
吹
く
が
如
し

吉
田
ハ
ツ
子

わ
が
家
に
孫
の
来
る
号
は
丸
を
し
て
暦
と
共
に
待
ち
あ
ぐ
ね
お
リ

吉

田

宣

子

新
築
の
祝
い
に
植
え
し
白
百
令
は
一
斉
に
太
さ
芽
を
、
出
し
て
お
け
ソ

小

針

守

次

乙
女
の
日
履
き
古
さ
れ
し
下
駄
な
れ
ど
今
に
残
し
て
手
繰
る
思
い
中
山

小
針
み
ね
子

ゆ
っ
た
り
と
野
道
を
駆
け
る
耕
転
機
触
れ
T
バ
ラ
バ
ラ
ダ
ン
ス
の
土
筆

小

針

愛

子

飽
き
な
く
も
波
薄
ど
船
を
見
つ
め
い

T
わ
れ
の
わ
山
の
船
も
揺
れ
い
る

吉

田

英

祐

格
の
実
が
青
〈
光
れ
る
持
雨
明
け
を
老
を
励
ま
す
日
差
し
が
庭
に

登
部
木
さ
み

部
屋
覗
き
毛
残
惜
し
げ
に
見
回
ぜ
、
ど
吾
子
の
巣
立
ち
は
日
に
日
に
迫
る

川

崎

雄

子

公:公立岩瀬病院

13日(木)

保:保健センター
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-経過 平成13年5月21日に(株)大黒屋しゃくなげ
友の会(いわき市)が自己破産の申立を行ったことに伴い、

間友の会発行のfお量物券jが使用できなくなっており、

また、同友の会の「積立金jが返金できなくなっておりお

ります。

・還付 上記「お買物券jやI積立主Jは割賦販売法に墓
づく営業保証金及び前受業務保証金から還付を受けるこ

とができます。

・手続き 還付を希望される揚合は平成13年10月15日

(月)までに下記あて申出を行ってください。

・申出・間合わせ先 東北経済産業局流通消費課

fi'022-263-1111 内線5272
干980-8403 仙台市青葉区本町3-3-1

いま、[過労死Jが話題となっております。
当協会では医師等の専門家にもご協力をいただき、[過労死J等
の棺談に応じております。お気軽にご相談ください。

フリー夕、イヤルによる電話でのご相談でも結構です。相談は無

料です。秘密は厳守されます。

毎月第2月曜日

10時~16時

(財)労災年金福祉協会 福富労災年金相談室

住所 詣阜市栄町6-6
ユニックスピjレ アド

電話 024-525-9177 
(フリーダイヤル)0120-603114 

時

戸庁

巴

場

弘

空き缶やゴミの投げ括てはやめましょう

(ア月届出分)

世需主名

該次

重喜

貞夫

重房

アサ子

日券

広報への掲載を需望されないI場合は、窓口への届け

出の際にお申し出ください。

野

死亡者氏名

木戸峰夫

佐藤セイ

大}I[内ツル

阿部シゲ

塩津 重徳

塩津政輿

草

名

崎

釜

区

中

須

。

地

竜

南

jヒ須釜

3，857人(-3)

今
月
の
納
税

村

県

民

税

国
民
健
康
保
険
税

国
民
年
金
保
験
料

第

期

第

2

期

8
月
保
険
料

2 

{
納
期
隈
は

8
月
幻
自
(
月
)
で
す。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
】

き
る
な
し
俳
句
会
七
月
句
会
詠
草

玉
川
の
田
毎
に
爆
ぜ
る
駿
雨
か
な

イニ

外
孫
ど
を
一
?
え
ど
祖
父
似
や
今
年
竹

由

記

炎
天
や
老
夫
の
顔
の
泥
ま
み
れ

真

知

蒼
揚
羽
腹
這
の
児
の
反
抗
期

華

蛍
火
や
葉
哀
に
点
る
二
つ
三
つ

イニ

美

減
反
を
思
い
つ
今
日
の
補
植
か
な

春

患

13 



私
の
ふ
る
さ
と
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⑧ 

「夏を乗り切ろうj

シリ…ズ

今日の食事

i
東
京
都
世
田
谷
区

i

安
藤
富
雄
ざ
ん
(
岩
法
寺
)

私
の
ふ
る
さ
と
は
束
京
都

下
二
十
三
区
の
南
西
部
に
位
置

V
す
る
世
間
谷
区
で
す
。
世
田

谷
区
は
、
昭
和
三
十
二
年
十

丹
に
、
世
田
ヶ
谷
町
、
駒
沢
町
、
玉

川
村
、
松
沢
村
が
合
併
し
世
田
谷
区

と
し
て
東
京
市
に
、
二
年
後
に
は
砧

村
、
千
歳
村
も
編
入
さ
れ
、
現
在
の

区
の
姿
に
な
り
ま
し
た
。

昔
、
江
戸
と
小
田
原
を
結
ぶ
交
易

の
地
と
し
て
栄
え
、
当
時
大
山
道
沿

い
に
街
並
み
が
発
展
し
た
名
残
は
、

今
で
も
「
世
田
谷
ボ
口
市
」
に
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
軒
茶
屋
駅
周
辺
、
玉
川
通
り
、
世

一材料(4人分)一

@ごまペースト 100g 

@本くず粉 60g 

@水 3力ツプ

傘塩 小さじ1/4

@はちみつ又はさとう(甘くしたい時)

@薬昧~沼みのもの

@タレ~酢醤j由みりん

『ご、まどうふJ

田
谷
通
り
沿
線
、
経
堂
駅
周
辺
に

斗
J

晶
子
j
f
L

こ
K
G
レ
つ
二
u
l
z
i
宝
レ
り

ー
も
λ
一メ

yLmτJJ
詰
足
カ

V
り

気
さ
く
な
雰
囲
気
に
若
者
た
ち
が

馴
染
み
、
独
特
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
育
く
ま
れ
て
い
ま

す
。
「
幕
府
維
新
ま
つ
り
」
「
三
茶
フ

ェ
ス
テ
パ
ル
」
「
経
堂
ま
つ
り
」
等
、

各
地
で
お
祭
り
も
盛
ん
で
す
。

そ
ん
な
、
歴
史
と
若
者
の
町
世

間
谷
が
私
は
好
き
で
す
。

み
な
さ
ん
も
、
東
京
に
出
か
け

た
捺
は
、
是
非
世
田
谷
を
散
策
し

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

ま
だ
一
広
報
た
ま
か
わ
私
の
ふ
る
さ
と

コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
な
い
起
用
外
出

身
者
を
ご
搭
知
の
方
が
窟
り
ま
し
た
ら
、

玉
川
村
総
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
密
日

1
4
6
2
1
)

大さじ3

一作り方

1 )鍋にごまぺースト塩を入れ水でといたくず粉を少

しずつ入れよく混ぜる。

2) 1)を中火にかけブツブツしだしたら弱火にして練

りながら20分熊つめる。
3)裂をさっと洗い2)を流し入れ固める。

4)適当な大きさに七万り分け、きなこなどかけて食べる

力、薬昧を添えタレを作りかけて食べる。

各大さじ 1

:構
心に残る我がふるさと

『患い出の青春の一ページJ
神奈川県相模原市

吉田泰三子さん

() 11辺出身・丹内一彦さんの姉)

残
暑
の
候
、
玉
川
村
、

川
会
の
皆
様
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。

私
は
故
郷
を
離
れ
相
模
原
に
住

ん
で
、
一
一
一
十
二
年
に
な
り
ま
し
た
c

こ
ち
ら
も
自
然
が
多
く
、
近
所
に

は
、
蛍
が
い
る
公
園
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
夏
に
な
る
と
故
郷
の
夜
の
田

ん
ぼ
で
飛
び
交
っ
て
い
た
蛍
の
事

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
捕
ま
え
て

蚊
帳
の
中
に
入
れ
、
幻
想
的
な
光

を
楽
し
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
今
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
私
が
最
近
良
く
思

い
出
す
の
は
、
泉
中
で
過
ご
し
た

学
生
時
代
の
こ
と
で
す
。
上
野
の

美
術
館
に
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
展
を

見
に
行
っ
た
事
や
、
楽
し
か
っ
た

修
学
旅
行
、
頑
張
っ
た
マ
ラ
ソ
ン

大
会
な
ど
。
特
に
忘
れ
ら
れ
な
い

の
は
、
放
課
後
、
中
村
池
の
所
で

友
達
と
悩
み
や
将
来
の
こ
と
な
ど

を

話

し

合

っ

そ

し

て

卒

業

式
の
日
に
友
達
と
の
別
れ
が
辛
く

て
泣
い
た
こ
と
な
ど
、
懐
か
し
い

青
春
時
代
の
思
い
出
で
す
。
今
は

旧
泉
中
の
跡
に
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
が
建
て
ら
れ
て
い
て
、
中
村
池

に
は
公
園
が
出
来
た
そ
う
で
す

ね
。
今
度
帰
省
し
た
時
に
は
、
主

人
と
娘
達
と
是
非
訪
ね
て
み
ょ
う

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で

最
近
の
空
港
は
国
際
使
も
増
え
、

ハ
ワ
イ
直
行
便
も
あ
る
と
か
。
そ

し
て
高
速
道
路
の
玉
川

I
C
も
開

通
し
目
覚
し
い
発
展
振
り
で
す

ね
c

そ
ん
な
中
で
今
年
の
夏
は
、
つ

つ
く
し
ま
未
来
博
が
開
催
さ
れ
、

村
内
か
ら
も
参
加
さ
れ
る
方
が
い

る
様
で
す
ね
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。
最
後
に
、
こ
の
機
会
に
故
郷

の
良
さ
を
更
に
認
識
さ
せ
て
頂
い

た
、
広
報
誌
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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毎日、暑い日が続き食欲がおちてきます、そんな時に

は、香辛料、香味野菜などを使ったり、かんきつ類、酢な

どを使い、書液の分泌を促し、おいしく食べて重をのり

きりましょう。

今月は、先月にひきつづき、ごまを十分に使ったテ、ザ

ートを紹介します。今月は[ごまどうふjです。甘くてデ

ザー卜としてもよく、又百くしないで薬昧を添えて今晩

の夕飯の一昂としても使えるメニューです。




